
◆日 時 ： 平成24年8月4日（土）午前１０時点鐘

◆場 所 ： 京葉銀行文化プラザ

２０１２～2013年度 国際ロータリー第２７９０地区

国際奉仕委員会・ロータリー財団委員会

合同セミナー
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（◎はコーディネーター）

12:30 点 鐘 国際奉仕委員長 村岡 実（市川ＲＣ）

国歌斉唱

ロータリーソング ｢奉仕の理想｣

10:10 ご紹介 資料確認 R財団副委員長 伊原 清良（松戸ＲＣ）

10:20 ｢合同セミナーに当たって｣

地区研修リーダー（R日本財団 評議員） 鈴木 雅博（市原中央ＲＣ）

10:30 ｢大きく変わるべき！ 国際奉仕｣

R財団委員長 織田 吉郎（銚子ＲＣ）

11:10 ｢夢で終わるな！ R・財団｣

国際奉仕委員長 村岡 実（市川ＲＣ）

11:30 ｢国際親善奨学生はどこへ行く？｣

学友会会長秋庭 孝之

（対談形式） ◎R財団委員 小野塚 雄（松戸東ＲＣ）

1２:１0 ｢もっと使おう新地区補助金！｣

国際奉仕委員 岩崎 肇（佐倉中央RC）

（対談形式） R財団委員 関 一憲（勝浦ＲＣ）

12:５0 食事・休憩

13:３0 ｢平和フェローってすごい！｣

◎R財団委員 青木 忠茂（船橋ＲＣ）

13:30 グローバル補助金 ｢プロジェクトを拡大させる？｣

国際奉仕委員 森井 康夫（市川東RC）

◎国際奉仕委員 島 正彦（千葉RC）

（対談形式） R財団委員 平野 弘和（木更津ＲＣ）

14:50 質疑･応答（休憩）

15:00 まとめ・謝辞 R財団委員長 織田 吉郎（銚子ＲＣ）

15:20 ガバナー挨拶 ガバナー 得居 仁（松戸東ＲＣ）

15:30 点鐘 R財団委員長 織田 吉郎（銚子ＲＣ）

次 第
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２０１１～２０１２年度 国際ロータリー第２７９０地区

国際奉仕委員会・ロータリー財団委員会

合同セミナー
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大きく変わるべき！ 国際奉仕

資料

地区ロータリー財団委員会

委員長 織田 吉郎
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大きく変わる寄付金の行方  

作成：2012-13年度地区Ｒ財団委員会  
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夢で終わるな！ R・財団

地区国際奉仕委員会

委員長 村岡 実

皆さんおはようございます、今年度国際奉仕委員長を仰せつかりました、市川ロータリークラブの村

岡でございます、どうぞよろしくお願いいたします。

私自身国際奉仕に関しまして、多くの知識や、また経験があるわけではございませんので、大変力不

足であるとは思いますが、一年間全力で国際奉仕と向き合い、努力させていただきますので、どうか皆

様方のお知恵とお力をお借しいただきたいと思います。

先ほどロータリー財団委員長の織田パストガバナーよりご説明のありました、次年度からスタート

する「未来の夢計画」に向けて、地区国際奉仕委員会として、新補助金制度のグローバル補助金を対象

に、最低でも３つの申請ができるように、新しいプログラムの提案や、申請のための手助けを、地区ロー

タリー財団委員会と協力して、実行して参りたいと思います、両委員一同よろしくお願いいたします。

また、本日は午前１０時から午後４時までの長時間にわたります合同セミナーでございますが、各ク

ラブの会長、幹事様、ロータリー財団委員長、国際奉仕委員長様が参加されておりますので、垣根を越

えた色々な意見交換の場となりますよう、進行をさせていただきたいと考えておりますので、どうか皆

様方からも、積極的なご意見や、ご質問をいただき、共に、実のある合同セミナーにしていただきたい

と思います、どうかご協力のほどよろしくお願いいたします。

本日このような形で、地区国際奉仕委員会と地区ロータリー財団委員会が合同でセミナーを開催す

るということは過去には無かったことだと思います、得居ガバナーは、今年度の地区委員会に対しまし

て、「第２７９０地区、委員会クロス・プロモーション」による活動を要請されました、異なる委員会

が垣根の枠を超えて、５つの奉仕の分野の委員会が、相互に提携して行動することにより、それぞれが

活性化し、また新たな価値を生み出してくれるであろうと申されました、ですから今年度は、本来の国

際奉仕委員会としての活動だけでなく、ロータリー財団委員会の新しい補助金システムの「未来の夢計

画」についても共に理解をしていただける場を、本日の合同セミナーという形で、開催させていただき

ました、私も当然初めての経験でございますが、大変素晴らしいことだと思っております。

今年度の国際奉仕委員会は青少年交換がRI常設プログラムと同様に新世代奉仕に帰属されました、ま

た、地区WCS活動もRIプログラムから廃止されました、今まで各クラブの国際奉仕活動の柱の一部で

あった青少年交換と、地区WCS活動が外れたことで、今後の国際奉仕活動に対しまして、活動計画や、

目標を見いだせないクラブがあるかもしれません、それゆえに、地区国際奉仕委員会として、各クラブ

が行う国際奉仕活動のニーズとは何かを探求し、助言できる体制を整備し、これを実行して参りたいと

思います。

今年度は現行の補助金制度、マッチング・グラントと、地区補助金を申請できる最終年度となります、

申請日は２０１３年３月３１日までで、５月１５日までに承認されることになっております、したがい

-7-



まして、今年度の各クラブの国際奉仕は従来通りということになります。

しかし、次年度からは、新しい補助金制度、「未来の夢計画」がスタートいたします、次年度からの

ことを、なぜ今年度の委員長が、理解しておかなければならないのかと、考えられる方もいらっしゃる

と思いますが、この新しい補助金制度の、グローバル補助金は、国際奉仕活動と最も関連があります、

この申請は、来年１月の国際協議会の後、たぶん２月ごろから、正式に申請の受け付けが始まります、

ですからグローバル補助金の申請を計画するクラブは、実施国と、プロジェクトの内容、計画等の準備

を、始めておかなければなりません、もともと当地区はマッチング・グラント等、地区補助金を申請し

ての国際奉仕活動が、活発に行われている地区ではないように思います、もちろん奉仕活動の実践は、

個々のクラブの自治権の範疇にありますので、国際奉仕活動におきましても、当然各クラブの自由であ

り、無理に補助金を申請しての、国際奉仕活動をやらなければならない訳ではありません、各クラブが

積極的に独自の活動をしていただくことが、本来最も望ましい姿であると思います、すでに色々な国際

奉仕活動や、クラブ単独のWCS活動を、実践されているクラブは多数あります、また、これから新し

い国際奉仕活動にチャレンジされるクラブも、あると思いますが、どうかその活動をさらに充実したも

のとなるように進めていただきたいと思います、しかし何か新しく国際奉仕活動を計画したいけれど

も、クラブ単独では、活動に制限があるようなクラブや、グローバル補助金を使って規模の大きな国際

奉仕活動に、挑戦してみたいというクラブがあれば、地区国際奉仕委員会として、それぞれのクラブで

検討していただけるようなプログラムの提案や、複数のクラブが協力して補助金を使っての国際奉仕

活動をすることに対しまして、地区ロータリー財団委員会と協力し、クラブの活動を支援することは可

能であると考えます。

地区委員会の立場は、個々のロータリークラブがロータリーの綱領を、推進するのを助けることを、

唯一の目的とするため、地区委員会が独立した独自のプログラムを展開することはできません、あくま

でも個々のクラブが主役でなければならない訳であります、それを手助けするのが地区委員会の立場

であると理解いたしております。

それではここで、本日皆様に配布させていただきました、資料をご覧いただきたいと思います、財団

ニュースの６月号に掲載されておりました、日本の６つのパイロット地区でこれまでに承認され、実施

された、グローバル補助金プロジェクトの、内容が記載されている資料でございます。

今から２年前に日本で６つのパイロット地区が選ばれました、しかし国際奉仕活動として、実際にグ

ローバル補助金のプロジェクトを実施したのは、この時点では５地区でございます、まず２６５０地区

「７つ」（滋賀、福井、京都、奈良）、２７６０地区「３つ」（尾張、名古屋、三河）、２５８０地区

「４つ」（中央分区、北分区、東分区、武蔵野分区、多摩分区、沖縄分区）、２８３０地区「３つ」（青

森）、２７７０地区「５つ」（埼玉）、です、この５つのパイロット地区で２年間に２２のグローバル

補助金プロジェクトを実施した表であります。

まずホストクラブは、実施国のロータリークラブということになりますが、この辺の詳しい話は、午

後の部で実際に活動例を挙げて問題点等を、お話しさせていただく時間がございますので、楽しみにし

てください、私の方からの説明は控えさせていただきます。

また、グローバル補助金は６つの重点分野の、いずれかに関連し、その活動が持続可能、かつ測定可

能であることが、一つの条件になっております、これは補助金が全額使用された後でも、実施国の地域

●夢で終わるな！ R・財団
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社会において、どのような恩恵が持続されるか、末永く成果をもたらすかということを、検証してくだ

さいということです、この６つの重点分野とは、本日の資料の、「未来の夢クイックガイド」にも詳し

く書かれておりますが、

１ 平和と紛争予防 紛争解決

２ 疾病予防と治療

３ 水と衛生設備

４ 母子の健康

５ 基本的教育と識字率向上

６ 経済と地域社会の発展

という６つの重点分野であります、この財団ニュースの資料には、プロジェクトの内容も記載されて

おりますので、ぜひクラブで参考にしていただき、グローバル補助金を使っての大規模な国際奉仕活動

にぜひともチャレンジしていただきたいと思っております。

また、現在クラブ単独で行っている、WCS活動の規模を大きくしてグローバル補助金を申請するこ

とも、大変有効な手段であると考えております、本日午後の部ではこの辺も、具体的な例を挙げて、対

話方式のパネルデｲスカッションを企画いたしておりますので、多くのご意見やご質問もいただき、共

に有意義なセミナーにしたいと願っております、本日の合同セミナーには、出席ではなく、是非とも参

加をしていただきたいと思います、どうぞよろしくお願いいたします。

本日は、お忙しい中ありがとうございました。

●夢で終わるな！ R・財団
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国際親善奨学生はどこへ行く

国際ロータリー第２７９０地区

ロータリ財団委員会

学友会会長 秋庭 孝之

奨学金担当 小野塚 雄

★小野塚

本日は、学友会会長の秋庭孝之さんをお招きして、「国際親善奨学生はどこへ行く」と言うテー

マでお話しを伺います。

私は、地区のロータリー財団委員会奨学金を担当しており、学友会兼務しております、松戸東

ロータリー・クラブの小野塚 雄と申します。

それでは、秋庭さんに自己紹介をお願い致します。

☆秋庭

国際ロータリー第2790地区学友会の会長をしております秋庭孝之と申します。2005年から

2007年まで国際親善奨学生としてタイのチュラロンコーン大学の修士課程にて勉強をしてまいり

ました。まずはこの場を借りまして、ロータリアンの皆様のサポートがあって無事に留学ができま

したことの御礼を申し上げたいと思います。ありがとうございました。

私は2008年に日本へ帰国をして、2009年度より学友会にたずさわっております。2009年度

に学友会の幹事を、そして2010年度より会長をしており、現在に至ります。本日はどうぞ宜しく

お願いします。

★小野塚

「未来の夢計画」に基いて補助金制度が大きく変わります。その中の奨学金制度について説明をし

ておきます。

奨学金制度は大きく変わります。「国際親善奨学金」の名称は2012～13年度を以って終了す

る事に成りました。2013～14年度より奨学金の種類・名称が「新地区補助金による奨学金」と

「グローバル補助金による奨学金」の２種類に分かれます。

新地区補助金奨学金

このうち、新地区補助金奨学生は山田年度に2013～14年度実施分として２名の採用を予定し

て活動に入っていますので、次年度はこの2名のオリエンテーションを行うことになります。

次年度は、新地区補助金奨学生の募集および選抜試験は実施されません。次年度1年間、これま

での国際親善奨学金制度の実績を踏まえて関口年度以降、どの様な対象に絞って奨学金を行使して

ゆくべきか、抜本的な見直しを図ることになります。つまり、2012～13年度は２つの奨学金制

度について、来るべき2013～14年度未来の夢計画実施年に備えて、グローバル補助金奨学生の

募集からロータリー財団運営委員会による採否までのみを行う年となります。

グローバル補助金奨学金

◎目的

他国の教育機関での勉学を通して、異なる国や地域の人々の間に理解と友好関係を推進するとと

もに、ロータリー財団「未来の夢計画」の目的である、世界の優先的な６つの重点分野『 ①平和

と紛争防止・紛争解決 ②疫病予防と治療 ③水と衛生設備 ④母子の健康 ⑤基本的教育と識字率向
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上 ⑥経済と地域社会の発展』に取り組み、持続的かつ測定可能な成果を生む事にあります。奨学

生は専門分野の研究を通して国際ロータリーの提唱する活動に協力し貢献する事が期待されていま

す。

◎奨学金の支給の対象

○グローバル補助金の奨学生は、受け入れ国の語学に堪能であること。大学院レベルの教育プロ

グラムで学ぶこと。海外に留学して学ぶこと。６つの重点分野に関する専攻課程で学ぶこと。

○１～４学年間にわたって提供される。

奨学金は総額米貨＄60,000／2年（旅費を含む）支給を予定 (支給年数を平均2年と仮定した場

合)

グローバル補助金を使用した奨学金では、DDFの拠出金にWFが同額上乗せされます。

奨学金は＄60,000でWFからのグローバル補助金と合わせて＄120,000ですから２名の奨学生を

送りだす事が出来ます。

★小野塚

学友会は今まで旧制度の下でどう言う組織で、どう言う活動をしてきましたか？また、学友会

の組織及び構成人数などを聞かせて下さい。

☆秋庭

学友会は国際親善奨学生プログラムおよびＧＳＥプログラムを終えたＯＢ・ＯＧによる

Alumni、つまり同窓会組織です。1979年に設立され、私にて把握している限りですが、現在Ｇ

ＳＥは17名、国際親善奨学生は304名によって構成されています。一番古い学友ですと、ＧＳＥ

の方で1969年に、親善奨学生で1971年に留学されており、私が生まれる以前から続く歴史ある

プログラムです。

その目的は、学友会会則があるとおりなのですが、簡単にご紹介いたします。

『第3章（目的）

本会はロータリー精神のよき理解者として会員相互の親睦と関係団体との協力、連携のもとに

『国際親善使節』としての使命を自覚し、国際理解と友好に寄与することを目的とする。

第４章（活動）

本会は前条の目的を達するため、次の活動を行う。

１ 学友間の親睦を図る活動。

２ 留学、研修、研究グループ交換の計画に参加することが決定した者及び参加中の学友に協力

する活動。

３ ロータリーとの連携を密にする活動

４ その他本会の目的を達するために必要な活動。』

となります。

★小野塚

旧奨学金制度の下で地区財団委員会との関わりはどうだったのでしょうか？

☆秋庭

先ほどの活動内容の２にもありますとおり、「留学、研修、研究グループ交換の計画に参加する

ことが決定した者及び参加中の学友に協力する活動。」という形で、国際親善奨学生プログラムに

関わる財団委員会主催イベントのお手伝いをしてきました。具体的には奨学金プログラムの説明

会、選考会、そして奨学候補生に対するオリエンテーションと、晴れて奨学生になった方々の壮行

会のサポートとして、運営補助や学友助言、卓話などをさせていただきました。

また毎年１２月に私どもは総会を開催して、１年の活動や次年度の活動予定などを報告している

のですが、その総会の後にクリスマス会を開いています。そこでは、財団委員会の方々をはじめ、

●国際親善奨学生はどこへ行く
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カウンセラーやお世話になったロータリアンをお呼びして、感謝の気持ちを表し、親睦を深めてお

ります。私が本日付けているロータリーのネクタイも、クリスマス会のプレゼント交換でロータリ

アンの方からいただいたものです。

★小野塚

財団委員会としても初めての制度なので、これから学友会にどういう形で協力を仰ぐのか、など

具体的な方向は決まっていませんが、これから一つ一つ取り組む事にして行きたいと思います。

学友会としては今後どのように活動を展開しようとしているのか、具体的な活動方針などが有

れば示して頂きたいと思います。

☆秋庭

先に申しました通り、私たちの活動の半分以上が国際親善奨学生に関わる財団委員会主催イベン

トのサポートでした。今後、グローバル補助金奨学生の制度にかわり、選考自体を地区で行わなく

なるので自然とサポートする場がなくなります。学友会活動に関しても転機にきていると思いま

す。そこでいま考えているのは学友会がメインとなり実施するイベントの開催です。

私は2009年度に学友会の幹事、そして2010年度より会長に就いており、まだ学友会に関わっ

て短いのですが、これは職業奉仕と呼んでよいのかわかりませんが、私自身がイベントを制作する

仕事をしておりますので、どうにか学友会主催のイベントを開催し、会の目的である『国際親善使

節』としての使命を自覚し、国際理解と友好に寄与することができないかと考えておりました。た

だ、実際学友同士のコミュニケーションがあまり取れていない状態でしたので、まずは学友間がつ

ながるような仕組みを考えてまいりました。といいますのも国際親善奨学生として海外に留学され

た方が必ずしもこの千葉の地に戻ってくるということは少なく、皆さん研究のため海外に残られた

り、海外で就職したり、日本に戻ったとしても地方で活躍されるケースも多くあります。

そのため2009年度には学友会の名簿を作成、2010年には学友会のホームページを作成し、グ

ループメールにて学友間をイーメールで連絡が取れるような仕組みをつくりました。2011年には

フェースブックというＳＮＳ、インターネット上で昔の友人を探し、インターネット上でつながり

コミュニケーションがとれるのですが、そこに第2790地区学友会のページを作成して、海外にい

てもコミュニケーションが取れる仕組みをつくりました。そして、今年はそのつながた学友のネッ

トワークを使いなにか実際にイベントを開催できないかというのが現在、私が考えていることで

す。

インターネット上でつながるというのは正直ベストではないかもしれません。

実は５月に開催されたバンコクの国際大会の前に学友祝賀会と呼ばれる会が開催されて、参加して

きました。各国からの学友が集まり意見交換をしたのですが、そこでやはり学友間のコミュニケー

ションの話題がでました。特に第2790地区は千葉県というある程度決まった地域でのくくりです

が、国によっては、国の半分で１つの学友会しかないところもあります。そういった国では、はや

り最新の技術を使い、スカイプでテレビ電話の会議を行ったり、フェイスブックで連絡を取り合っ

たりしているとおっしゃってました。もちろん、実際に顔を合わせて会話することも重要で、年に

少なくとも2回は集まる機会があるとのことでした。学友間が距離的に離れているという現実を前

に、私たちも技術を駆使してつながり、やはり年に何度かは顔を合わせて話そうと思っています。

実は７月には、新年度の学友会役員数名にてキックオフを開催し、そこで、今年はぜひ気軽に学

友だけで会えるような機会を設けたいとの話ができました。そこで異業種交流会のようなものを企

画し、学友会メーリングリストに流したのですが、残念ながら今回は予定があわなく開催までいた

らなかったずでしたが、今後もこういった機会は設けたいと思っています。またこのメールのやり

とりで参加はできないものの、返事をくださった海外在住の学友もおり、少しづつではあります

が、学友間のコミュニケーションが取り始めてるのを感じてます。

★小野塚

我々Ｒ財団委員会は学友会はロータリーの宝であると認識しています。学友会のネットワークを

グローバル補助金奨学生候補発掘や、受け入れ地区のクラブ探し等にも協力して頂けるのではない

●国際親善奨学生はどこへ行く
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かと考えていますが、いかがでしょうか？

☆秋庭

グローバル補助金奨学生候補に関しては学友のネットワークにてご協力は可だと思います。特に

開発や平和といったテーマを研究した学友は多いので、そういった学友を通して、お手伝いできる

と思います。

受け入れクラブに関しては、いままではエヴァンストンの本部にて指定されておりました。今後、

グローバル補助金では地区で受け入れクラブを探す必要があるということで、私どもの学友が過去

に滞在した最寄りクラブであれば、その学友を通じて声をかけることは可能だと思います。

また申し忘れましたが、昨年１０月に日本各国の学友会をまとめる日本ロータリー学友会という

組織が発足しまして、私共２７９０地区学友会も今年のあたまに正式に加入いたしました。日本各

地にはさまざまな国に留学をした学友がおりますので、このネットワークを使えば、受け入れ地区

のクラブを探すことは可能だと思います。ロータリーの学友は、受け入れクラブ、そしてカウンセ

ラーがいることが、このロータリーの奨学生プログラムが他の奨学金とは大きく異なり優れている

点であり、またそのことを誇りに思っておりますので、各地で協力してもらえることでしょう。

★小野塚

グローバル補助金奨学生と今までの新地区補助金奨学生とでは、帰国後の学友会活動に何らかの違

いや影響は有るのでしょうか？

☆秋庭

ございません。むしろ学友会側からは、グローバル補助金奨学生として将来の設計までしっかり

とされて留学される方が、千葉に戻ってきてくれるのかという心配があります。ですので、ここ数

年で広がったメーリングリストやフェースブックといった仕組みをつかって、遠方からでも学友会

活動に参加できるようになっていくのではないかと思います。

★小野塚

持ち時間が来たようです。纏めに入らさせて頂きますが、補助金制度が変わり、国際親善奨学金

制度が無くなりますが、それに変わるグローバル補助金奨学金制度の下でも、ＩＴを駆使したネッ

トワーク作りによって、地区内の学友会組織にとどまらず、日本全国、また、海外の学友会組織と

も交流を持てると言う事になりそうです。

若い人たちの新たなＩＴツールによる、新しい形での学友会は見事に継続して行く事と感じまし

た。「国際親善奨学生はどこへ行く」と言うテーマでしたが、国際親善奨学生はどこへも行かず、

新しい形で我々ロータリーと関わって行くと言う事です。

●国際親善奨学生はどこへ行く
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もっと使おう新地区補助金！

資料

地区国際奉仕委員会 委員 岩崎 肇

ロータリー財団委員会 委員 関 一憲
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もっと使おう新地区補助金！

1

もっと使おう新地区補助金もっと使おう新地区補助金

岩崎肇 国際奉仕委員

（佐倉中央ＲＣ）

関一憲 Ｒ財団補助金担当委員

（勝浦ＲＣ）

1

奉仕について、思うこと奉仕について、思うこと

発表者

岩崎肇 国際奉仕委員

（佐倉中央ＲＣ）

ロータリーに所属して、奉仕について、
自分が感じていること、思っていること

2

二二つのやるべきことつのやるべきこと

① 従来の地区補助金活用事業

② 未来の夢計画に向けた準備活動

（新地区補助金活用の計画）

3

地区補助金活用例地区補助金活用例

4

地区補助金スケジュール
○ 各クラブは奉仕活動の企画・活動方針・活動計画・予算書

などを作成
○ 9月末日までに各クラブは地区補助金申請書提出（地区Ｒ

財団宛て）
○ 11月中に補助金決定金額を各クラブの口座に振り込み予

定
○ クラブは奉仕プロジェクト実施（7月～2月末にはプロ

ジェクト完了が望ましい）
○ 2月～3月初旬までにクラブは報告書をＲ財団委員会に提

出
○ 3月～4月初旬までにＲ財団委員会よりＲＩに最終報告書

提出

注） ＲＩに提出した最終報告書の内容が人道的補助金プログラムとして
受理されなかった場合、各クラブに送金された補助金は返還しなければ
なりません。
申請用紙など詳しくは２０１２年地区協議会冊子Ｐ７４～Ｐ７７参照
スケジュール配布済み

5

未来の夢計画（新地区補助金）未来の夢計画（新地区補助金）

新補助金制度の理解のために新補助金制度の理解のために

6
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もっと使おう新地区補助金！

2

7

公共イメージ
の向上

寄付の増加

より包括的な
世界的

アプローチ

会員とクラブの
基盤の拡大

より良い
プロジェクト

より大きな影響

活発なクラブ

8

プログラムと手続プログラムと手続
きの簡素化きの簡素化

ロータリーの
公共イメー高揚

地元と海外、両方地元と海外、両方
の活動の活動

地区とクラブ地区とクラブ
への裁量権への裁量権

ロータリアンのロータリアンの
奉仕活動に焦点奉仕活動に焦点

9

補助金構成補助金構成

新地区補助金新地区補助金 グローバルグローバル
補助金補助金

新地区補助金新地区補助金

 財団の使命を支える財団の使命を支える教育的教育的 および人道的活動および人道的活動

 毎年一括で、毎年一括で、DDFDDFのの50%50%を各クラブに配分を各クラブに配分

 比較的規模の小さい比較的規模の小さい活動やプロジェクト活動やプロジェクト

 地元と海外地元と海外いずれの活動にも使用いずれの活動にも使用

 幅広い指針の下、幅広い指針の下、地元に裁量権地元に裁量権が与えられるが与えられる

10

補助金の全般的基準と条件補助金の全般的基準と条件

 ロータリー財団の使命を守る

 ロータリアンの直接参加

 補助金を律する条件の遵守

他国の法令を守り，個人、団体を傷つけない

 承認した活動のみに使用、完了または開始済み

のプロジェクトには使えない

 Conflict of Interest（利益の衝突） ＊

 Rotaryマークを使う

11

人種・性別・言語・宗教・年齢の差別的なもの

政治・宗教に関わること

妊娠中絶、性別決定等に関する

 IAC,RAC,RYLA,友情交換、青少年交換など

のRIプログラムの支援

武器の購入

補助金に使えないもの

12
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もっと使おう新地区補助金！

3

新地区補助金スケジュール新地区補助金スケジュール

○ 各クラブは奉仕活動の企画・活動方針・活動計
画・予算書などを作成

○ 今年度３月～４月に各クラブは地区補助金申請
書提出（Ｒ財団委員会宛て）

○ 今年度中にＲ財団委員会会議により申請内容審
議および財団へ一括申請（年度一回限り）

○ 次年度に財団より地区へ補助金交付次第、各ク
ラブへ補助金交付

○ クラブが事業の実施

○ 事業完了後クラブは地区へ最終報告書提出

○ 地区が財団に最終報告書提出

13

目的は・・・目的は・・・

クラブの活性化

14

15
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平和フェローってすごい！

資料

地区ロータリー財団委員会

委員 青木 忠茂
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平和フェローってすごい！

平和フェローってすごい！

ロータリー平和フェローシップ・プログラム
「フェロー・学友は世界の宝物」

地区ロータリー財団委員会
委員 青木 忠茂

1

ロータリー平和フェローシップ・プログラム
「フェロー・学友は世界の宝物」

青木 忠茂

2

3

4

5

第2790地区 学友会 2010.12.12.
6
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平和フェローってすごい！

7

8

ロータリー財団

平和フェローシップ・プログラム

9

このプログラムは、ポール・ハリス没後50周年とロータリー財団の
教育的プログラム創設50周年を記念して、ロータリー財団の使命

である国際理解と世界平和を推進するために設立された「ロータ
リー平和センター」で、①修士号取得プログラム②専門能力開発
修了証取得プログラムを学ぶ学生を支援する奨学金制度です。

創設当初は、ロータリー平和センターの１つであったパリ政治学
院が2005－07年度から、また2010年度より米国カリフォルニア大

学バークレイ校、2012-13年度からアルゼンチンのサルバドール
大学がこのプログラムを離脱しましたが、タイのチュラロンコーン
大学の短期試験的なプログラムが2009-10年度から恒久的な財
団プログラムとなり、また、スウェーデンのウプサラ大学が2011-
12年度より新たに加わり、現在は世界中に７大学、６ロータリー平
和センターとなっています。

平和および紛争解決の分野における
国際問題研究のためのロータリーセンター

10

ロータリー平和センター・
プログラムの目的

• 平和、親善、紛争の原因と世界理解の問題に関する研究、
指導出版、実地経験を増進し、支援する。

• 現場で活動する人々と学者との交流を通じ、能力、知識、
技能を向上させながら、平和と寛容の文化を目指して努
力するよう人々を鼓舞する。

• 平和と紛争解決の分野において、国際的で高度な教育の
機会を提供する。

• 世界理解と平和を達成する為、ロータリー財団およびロー
タリアンが、効果的に人々に寛容の精神と協力を推進する
手段を提供する。

★２０１２年１月に開催された国際協議会において、RI会長エ
レクトの田中作次氏は、２０１２－１３年度のRIのテーマを
「奉仕を通じて平和を」と力強く宣言されました。

11

応募者の資格条件

• 職業や学業における業績、個人的活動、社会奉仕活動を通じ
て、国際理解と平和に対する熱意と献身を明らかに示してい
ること

• 申請時に、優秀な成績で関連分野における学士号、またはそ
れに相当する学位を保持していること

• 修士号取得プログラムの場合、有給、無給を問わず、関連分
野に於いて合計３年以上のフルタイムの職務経験を有するこ
と

• 専門能力開発修了証取得プログラムの場合、現在フルタイム
で中堅職または上級職として雇用されており、関連分野に於
いて少なくとも５年間の職務経験を有していること

• 修士号取得プログラムの場合は第二言語、専門能力開発修
了証取得プログラムの場合は英語に堪能であること

• 優れた指導力（リーダーシップ）を備えていること
12
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平和フェローってすごい！

ブラッドフォード大学
(英国)

デューク大学 (米国)

クイーンズランド大学
(オーストラリア)

国際基督教大学(ICU) (日本)

ノースカロライナ大学
チャペルヒル校 (米国)

ロータリー平和センター

チュラロンコーン大学 (タイ)

ウプサラ大学
(スウエーデン)

13

選考と指定と入学許可

• 毎年、７月１日を締切日とし、修士号取得プログラムには最大５０名、専門能力開

発修了証所得プログラムには最大５０名のロータリー平和フェローがＴＲＦによっ

て選ばれ、平均して１０名（チュラロンコーン大学は最大２５名ずつ２期に分かれ

ます。）のフェローが各ロータリー平和センター提携大学に指定されます。

• フェローは、自分の国籍あるいは永住権のある国以外の国に所在するロータリー

平和センター提携大学への留学が指定されます。（但し、日本のロータリー平和

センター提携大学の国際基督教大学への入学を希望する日本人は除きます。）

• ロータリー平和フェローシップは、チュラロンコーン大学のフェローを除き、１年半

から２年間にわたり奨学金が支給されます。

• 最終的な入学許可は、提携大学の判断に任されます。（チュラロンコーン大学を

除く）

• プログラムの開始は、北半球では７月、８月、９月、１０月に、南半球では２月、３

月となります。（チュラロンコーン大学は年２回３カ月）

• 派遣側と受入側の留学を無事に終了するために指針や助言を与えてくれる顧問

ロータリアン（カウンセラー）が指定されます。 14

日本におけるロータリー
平和センターへの支援について

• プログラムの費用は、世界中のロータリーアンからの寄付があてられ
ています。

• 日本では、２００４－０５年度より、ロータリアン１人１５円、合計で約１
35万円弱のご協力を来日フェローのためにいただいており、フェロー
の広島研修旅行等の経費に使われています。

• ホストエリアは、ロータリー平和センターの所在する２７５０地区とその
周辺の地区で構成され、現在は下記の６つの地区が担当しています。

２５８０地区、２５９０地区、２７７０地区
２７８０地区、２７９０地区、２７５０地区

• 平和センター所在地区である２７５０地区のパストガバナーが、歴代の
ホストエリア地区のコーディネーターに任命されています。

• ホストエリア連絡協議会を設置し、コーディネーターが中心となり、６地
区より委員、およびカウンセラーの推薦をいただき、定期的に会合を
持ち、セミナー開催やフェローへの支援をしています。 15

世界平和と紛争解決のために羽ばたく
ロータリー平和センター年次セミナー

「大湖地域における小
規模金融のダウンス
ケーリング：ケニアに
おける実証的証拠」

Emmanuel Mutisya
（Ｓｗｅｄｅｎ）

「イスラエル国内におけ
るパレスチナ・アラブ系
住民の問題を考える」

Ana Luz Galvez
（Ａｒｇｅｎｔｉｎａ）

「自然災害が平和を導くか？ア
ジア諸国における自然災害管理
システムが紛争状態に及ぼす影
響分析」

Angeli Marie Mendoza
（Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ）

「戦略的な事
前運動」

Anne Radday
（Ｕ．Ｓ．Ａ．）

「食の安全保障と紛争
予防：アフリカにおけ
る食料不安と絶え間な
い紛争」

Geoffrey Philip
Mwesigwa （Ｕｇａｎｄａ）

「東アジアにおける社会変
革のためのスポーツ：バス
ケットボールを介した対抗
文化、社会起業家精神及び

超国家連携に関する」

Jason Hutson （Ｕ．Ｓ．Ａ．）

「エジプトにおけ
る憲法改革－民主
主義への移行」

Rebecca Miller
（Ａｕｓｔｒａｌｉａ）

「1994年のCFA
フラン引き下げの
人間開発指数に及
ぼす影響」

Kouame Remi
Oussou
（Ｃｏｔｏ Ｄｉｂｏａｕｒ）

国際基督教大学で、ロータリー平和センター年次セミナーが毎年開
催されています。このセミナーには、多数のロータリアン、国際基督
教大学の関係者、ロータリー平和フェローとその友人等が出席。同
大学のロータリー平和セン
ターで2年間研究をしてきた
ロータリー平和フェローが
その成果を発表をします。
写真は2009年6月6日に
開催された第６期生のもの
です。

16

2007-2009
第6期 世界平和フェロー
ジェフリー フィリップ(ウガンダ）

カウンセラー
得居 仁(松⼾東R.C.)

17

2008-2010
第7期 世界平和フェロー
ピレィ モルガンダス(南アフリカ)

カウンセラー
時田 清次(市原中央R.C.)

18
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平和フェローってすごい！

2009-2011
第8期 平和フェロー
インドリ デヴィ(インドネシア)

カウンセラー
森嶋 康⻑(船橋R.C.)

19

カウンセラー
時田 清次(市原中央R.C.)

2010-2012
第9期 平和フェロー
ムティアナ パサリブ(インドネシア)

20

カウンセラー
田中 保雄(市川東R.C.)

2011-2013
第10期 平和フェロー
モレェル マリア(アルゼンチン) 21

カウンセラー
森嶋 康⻑(船橋R.C.)

2012-2014
第11期 平和フェロー
ガリンガー ザカリー(アメリカ) 22

2012-2014
第11期 平和フェロー
宇野 カオリ(日本)

カウンセラー
平野 隆幸(船橋南R.C.)

23

フェロー・オリエンテーション

フェロー・
オリエンテーション

ＩＣＵに入学するために
来日した平和フェローの
ために、毎年フェロー・
オリエンテーションが開
催されます。

24
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平和フェローってすごい！

広島研修旅行

宮島にて

平和記念公園にて

広島・山口地区のロータリアンのみなさんと

被爆者の証言、平和研究者とのセミ
ナーなど広島での経験によって、フェ
ローたちの研究に取り組む姿勢が大い
に強化されました。日本以外では経験
のできない有意義なプログラムとなって
います。

毎年、広島・山口地区のロータリ
アンの協力により広島見学を実施

25

Adamou Hamadou
D7720（Niger)
カウンセラー ： 鈴木 克己
D2580（東京武蔵野ＲＣ）

Jarunee Jarusruangchai
D3550(Thailand)
カウンセラー ： 堀口 紫
D2580（東京東ＲＣ）

Allison A.Kwesell
D6780(U.S.A.)
カウンセラー ： 鬼嶋 雄三
D2590（横浜都筑ＲＣ）

Chia-Yin Lin
D3520(Taiwan)
カウンセラー ： 青木 松枝

D2590(川崎中央ＲＣ)

Christopher J.
Lindstrom
D5170(U.S.A.)
カウンセラー：
泉谷 聡
D2770（浦和ＲＣ）

Maria C. Morell
D4815(Argentine)
カウンセラー：
田中 保雄
D2790（市川東ＲＣ）

Auriel R. Niemack
D9400(South Africa)
カウンセラー：

福沢 武文
D2750
（東京八王子南ＲＣ）

Taylor C. Stevenson

D5100(U.S.A.)
カウンセラー：
波多野容子
D2750
（東京恵比寿ＲＣ)

Melissa
Toupin-Laforge

D7010(Canada)
カウンセラー：
須田 恵寿
D2750（東京三鷹ＲＣ)

第１０期フェロー及びカウンセラー
ロータリー・センター（ＩＣＵ）

第１０期フェロー及びカウンセラー

26

日本人のロータリー平和フェロー
（全２４名＜第９期生まで＞）

杉山 恵奈 さん（第１期フェロー）
２００２－０４
ノースカロライナ大学チャペルヒル校

東京、日本財団海洋グループの
プロジェクト・コーディネーターとして
働いています。

永谷 裕香 さん（第７期フェロー）
２００８－１０
ブラッドフォード大学

アフリカ、ルワンダにおける平和と紛争
解決、特に女性の立場に関する研究に
取り組み、２０１０年に帰国されました。

細井 麻衣 さん（第２期フェロー）
２００３－０５
ノースカロライナ大学チャペルヒル校

ジュネーブにある国連難民高等
弁務官事務所の要職について
います。

岸谷 美穂 さん（第２期フェロー）
２００３－０５
ブラッドフォード大学

日本のNGO組織「Peace Winds Japan」と共に
イラクでの人道支援で活躍。イラクの平和に
対する活動が評価され、第２回中曽根康弘賞
を授与されました。

清水 麻衣子 さん
（第３期フェロー）
２００４－０６
クイーンズランド大学

在東ティモール日本
大使館での専門調査員
として３年間勤務。

次は日本政府のスポン
サーシップで国際機関で
の勤務を開始する予定
です。

27

アモルダス・プランチェヴィシウス
さん
（写真左） ２００２－０４ パリ政治学院

ヴァルダス・アダムクス・リトアニア大統領（写真
中央）の内政顧問を務めています。

マーガレット・スー
さん
２００２－０４ ＩＣＵ

マレーシア、クアラルンプー
ルのアジア・アソシエーショ
ン・オブ・マネージメント・
オーガナイゼーションで地域
秘書官を務めています。

ニサ・チヤムスワン
さん
２００３－０５ ＩＣＵ

タイ、バンコクの人権および開
発のためのアジア・フォーラム
にて警察研修プログラムの運
営に関わっています。

ローアン・グリフィン
さん
２００２－０３ ＩＣＵ

英国プリマスで地方政府のた
めの英国国立修士課程開発プ
ログラム経営研修生となり、プ
リマス市議会事務総長室を中
心に都市再開発の問題に取り
組んでいます。

スティーブン・ホートン さん
２００４－０６ ICU

現在、日本に残り、上智大学関連の留学スタディー・
センター(CIEE)に勤務。国内外の留学生に対する支
援活動をしています。

世界中で活躍しているロータリー平和フェロー

（２０１１年現在、全世界で約５００名）

28

v

29

国際基督教大学 観桜会 2012.4.5. 30
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平和フェローってすごい！

31

国際基督教大学ロータリー平和センター 年次セミナー 2012.6.9.
32

33

34

35

36
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平和フェローってすごい！

第9期 平和フェロー
マーク・フラニガン(アメリカ)

37

38

39

40

41
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グローバル補助金

プロジェクトを拡大させる？

資料

地区国際奉仕委員会 委員 森井 康夫

地区国際奉仕委員会 委員 島 正彦

ロータリー財団委員会 委員 平野 弘和
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グローバル補助金
プロジェクトを拡大させる？

グローバル補助金

「プロジェクトを拡大させる？」

地区国際奉仕委員会
委員 森井 康夫

地区国際奉仕委員会
委員 島 正彦

ロータリー財団委員会
委員 平野 弘和

1

進行案

1 ６つの重点分野の再確認 5分

2 事例発表 平野 弘和会員（木更津ＲＣ） 20分

3 フリーディスカッション（事例発表を参考にして・・・）

森井 康夫会員（市川東ＲＣ）他 20分

4 総括等 5分

2

６つの重点分野

1 平和と紛争予防／紛争解決

ロータリーは、平和と紛争予防／紛争解決のための研修、教育、実践を支援します。

2 疾病予防と治療

ロータリーは、疾病の原因と影響を減らすための活動と研修を支援します。

3 水と衛生

ロータリーは、安全な飲み水と基本的な衛生設備を提供するための活動と研修を支援します。

4 母子の健康

ロータリーは、母子の健康を改善し、5 歳未満の幼児の死亡率を減らすための活動と研修を支
援します。

5 基本的教育と識字率向上

ロータリーは、すべての子どものための教育を改善し、子どもと成人の識字率を高めるための
活動と研修を支援します。

6 経済と地域社会の発展

ロータリーは、人々が生活と地域社会の経済に、末長い発展をもたらしていけるよう支援します。

3

未来の夢計画に向けての
アプローチ

クラブ単独ＷＣＳを発展させて

4

米山記念奨学生バドザヤさん

(新モンゴル高校第１期生)

受け入れから広がった人の輪

5

新モンゴル高校校長ジャンチブ氏との
出会い

ジャンチブ氏は元米山記念奨学生

昨年２月にフレーRCに入会し
ロータリアンとなった

6
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グローバル補助金
プロジェクトを拡大させる？

フレーＲＣと奉仕プロジェクトを
共同で実施

ウブルハンガイ県ブルド村の１２年制
小・中・高等学校の学校長に図書等の
贈呈を行った。

7

図書の贈呈式

8

新たな奉仕活動に向けての
現地ニーズ調査を実施

貧困家庭の子どもの就学援助をしている
センターを訪問し、実態について聞き取り
調査を行った。

9

児童相談所と児童館を兼ねた
機能をもつ国の施設

10

グローバル補助金対象事業に
向けてのプロセス

・実施国のＲＣと親密な関係

・正確なニーズ調査の実施

・言葉の障壁

11
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◎特別発表

山羊銀行プロジェクト

木更津東ロータリー・クラブ

藤野 勉

クラブでは、２００７年よりネパール・ダンプス村において、教育支援を続けております。

２００９年には、この教育支援を一歩進めて、持続可能であること、自助努力を求めることの二条件

を前提に、新たに山羊基金事業を始めました。

この事業は、学校に行きたくとも行くことのできない児童を抱えた貧困家庭に山羊を贈り、自らの努

力で育て、繁殖させることにより生活の向上を計り、子供達に就学の機会を与えることです。

ネパールでは、１０頭の山羊がいれば最低限の生活が成り立つということです。そして、山羊は繁殖

力が旺盛で、１回に２～３頭の子山羊を出産し、うまく行くと年２回繁殖が行われるとの事です。

クラブでは、これまでに２０１０年１月に８頭の山羊を４家族に、そして本年は新潟市の万代ＲＣの

協賛を得て、８月に９家族に１８頭の山羊を贈りました。

２０１０年の分については、昨年現地調査を行いました。その結果、繁殖も順調に進み、各家族も大

変感謝をしている事がわかり、一定の成果が確認され、クラブとしても我が意を強くしたところです。

これらの経緯を踏まえて、クラブとしては更に一歩進めて、より持続可能であり、より広範囲に支援

をすることのできる事業として、山羊銀行プロジェクトを企画いたしました。

それは、現地ダンプス村に山羊の飼育・繁殖をする山羊牧場を造り、そこで育てた山羊を地域の就学

児童を抱えた貧困家庭に貸し与え、その山羊を飼育・繁殖させることで、生活の向上と児童に就学の機

会を与える。そして、生活が安定した段階で、山羊あるいは現金等で若干の利息をつけて返済をしてい

ただく。その事により事業の持続性が計れます。又、牧場で働く人々を雇うことで、地域の雇用の機会

が増え、更に、牧場で飼育する山羊の乳から、チーズ等の乳製品を製造・販売することにより、牧場の

維持経費の一助とする。

ヒマラヤの８０００ｍ級の峯々を見渡す高原の清澄な空気と、汚染とは無縁の餌で育った山羊から

できる、このヒマラヤ高原の山羊チーズを地域の特産として、普及させることで地域経済の発展に寄与

することができる。

このプログラムは、ロータリー財団が進める未来の夢計画のグローバル補助金の趣旨にも叶うもの

であり、特に重点分野である基本的教育と識字率の向上及び経済と地域社会の発展の二分野に対し、大

きく資するものであると確信いたします。

そして、このプロジェクトの現地でのパートナークラブとして、ポカラロータリークラブ、そして事

業を運営する団体として、現地のＮＧＯ法人であるダンプス・フレンドシップ・オーガナイゼーション

を予定しており、既に両団体から了解をいただいております。

クラブとしては、このプロジェクトを未来の夢計画・グローバル補助金に応募したいと考えていると

ころです。
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◎特別発表

山羊銀行プロジェクト

２０１１年１２月 現地調査
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